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1. イントロダクション
　地域研究、異文化研究は一般的にはこうとらえられている。
・他者について考えること
　・異国に行くこと
　・異文化に触れること
　・そして「外国に行って日本がわかった」「異文化に触れて日本文化を理解した」などという声をしばしば聞く…これらは他者のことを考え始めた意見だが、これは高校の優等生的意見。
　実際に地域/他者/異文化のことを考えると、一枚岩ではない、一言では語れないことを知る。例えばアメリカの場合では、アメリカという地域成立の諸条件の地理上、空間上の多様性から一言では語れない。
⇒常に変容している流動性＝自己(自国、自地域)の境界の曖昧さ、他者との峻別の難しさ、が見えてくる。だから、勉強していくと、自己とは何かという疑問に行きつく。
　つまり、地域研究をしても、他地域を考えることの難しさ、地域を考えることの難しさが見えてくるので、「外国に行って/異文化に触れて、よくわからなくなる」となるはず。「自分がわからなくなる/疑問がたくさん出てくる」となってほしい。
　この授業もあらゆる角度からのアメリカを紹介するので、上記のような感想を抱いてほしい。
　アメリカ地域研究
　・地域の「事実」を覚えることは当然
　・大学の地域研究はこんほ事実からの問いを発すること
…歴史でなぜ年代を覚えたのか??
なぜNew Yorkと呼ばれるのか??(Virginia,Delaware,Georgiaは??)
　　　そもそも州とは何か??なぜ州になったのか??
　　　州による特性というのはあるのか??あるならそれはなぜなのか??
　　　　＝どのような歴史があるのか、誰が住んでいるのか、どのような都市や自然があるのか??それらは何を意味するのか??
　などなど。
＜ハワイについて＞
　・2009年はハワイが州になって50周年。州というのはアメリカの領土だが、その前にはハワイ王国やハワイ共和国が存在した。ではなぜアメリカの領土になったのか??
…アメリカの軍人・資本家とハワイの資本家の利害が一致したから。
また、王国がアメリカの一部になることの意味は??州になるとはどういうこと??
　・米西戦争でフィリピンがアメリカ領になったが、これに先駆けてフィリピンへの足掛かりとするため、中国マーケットを切り開く基点とするため、などがアメリカのハワイを併合しようとした動機としてあげられる。
また当時のハワイはサトウキビ産業が中心だったのだが、アメリカ輸出へは関税がネックだったため、ハワイの資本家もアメリカの一部になりたいという思いがあった。
このようにアメリカ側とハワイ側の利害が一致したため、ハワイはアメリカ領になった。
＜New York Times のプリントについて＞
　今までのアメリカの大統領は独身者はおらず、必ず子供がいて、何かペットを飼っていた(ほとんどが犬)。例えばクリントンは猫、ブッシュとオバマは犬を飼っている。今年には、とっくにクリントンは退任しているにも関わらず、クリントンの飼っていた猫が死んだとニュースで報道された。
　このような、結婚していて子供とペットがいるという家族構成は、アメリカの大統領になるにあたって国民に与える印象を考えると、非常に重要である。なぜなら、安定したアメリカらしい家庭を持っているというイメージを与えることができるからである。そして、そのイメージにはペットは不可欠な感がある。
　ところで、オバマは里親のいない犬をケネディ上院議員からもらって飼い始めた。
　まず、里親のいない犬を飼ったのは、動物愛護団体へのアピールのためである。
　次に、ケネディ上院議員は、ケネディ大統領の弟。ケネディ議員とその娘は早い段階からオバマ支持を表明していたため、オバマはケネディ家に借りがあった。だから、ケネディ議員から子犬をもらったのである。
　記事に”Michelle’s garden”とあるが、これは、ミシェル・オバマがホワイトハウス内で作り始めた畑のこと。ミシェルは、芝生を庭や畑に変えた。畑を作ったのは、芝を管理するには、水・薬・草刈りのエネルギーなどが必要な一方何も生み出さないという理由による。つまり、オバマが環境問題に尽力している、ということを示す一環として畑を作ったのである。
　この記事やクリントンの猫など、アメリカでは本当にくだらないこと、細かいことでも記事になる。これは、アメリカにおける大統領の地位や国民の関心度を示している。これを日本の首相とくらべてみると………(笑)
2. バラク・オバマとハワイ
　2008年11月、バラク・オバマはアメリカ大統領選挙に当選した。
当選以降は、翌年1月に大統領に就任してからのオバマの”First 100 days”(=就任後最初の100日間)が大きく注目されていた。
　その理由は、オバマと似たような境遇だったフランクリン・ルーズベルト(オバマ=金融危機、ルーズベルト=世界恐慌)が就任後100日でかなりの政策を出していたからである。そして現実にオバマはどうかというと、オバマはすでにこの100日間で効果を出しつつある。実際の景気は悪いままだが、「新しい」大統領が生まれたという思いから、3カ月前と違ってアメリカ国民の間に楽観的な空気が流れるようになったのである。そのため、就任後100日経ってからの世論調査で支持率は未だに7割を超えている。
　ところで、当日になるまでは、「新しい」大統領が誕生するとは識者は誰も思っていなかった。過去のアメリカ大統領でカトリック教徒はケネディ大統領のみで、女性の大統領はおらず、そしてユダヤ系も含めて非白人の大統領も1人もいなかった。このような保守的な傾向があるアメリカでは、事前の支持率でオバマが上回っていてもなお、最終的には黒人が大統領になるのを嫌って、ベトナム戦争の英雄であるマケインが勝つだろうと思われていたのである。
　しかし、オバマはそんな予想を覆して大統領になったのだった。
　日本の識者はあまりハワイのことを知らないためオバマとハワイを結びつけて報道しないが、この授業ではミシェル・オバマの言葉にのっとって、そのオバマをハワイというコンテクストから見ていくことにする。
”You can’t really understand Barack until you understand Hawaii.”

―――Michelle Obama
　オバマが当選したとき、ハワイの地元紙The Honolulu Advertiser(←アメリカでは各都市に新聞がある)は”Hawaii’s Own Makes History.”という見出しを掲げた。ここでの”Hawaii’s Own”とは、オバマのことである。
　またハワイにおいては地元の人間であることが重要なのだが、ハワイの人はオバマのことを「地元の人」という意味の”kamaaina”と呼ぶ。ちなみに、kamaainaであるとハワイではホテル代が安くなるなどのサービスが受けられる。
　
　これらは、オバマがハワイ住民からハワイのnative sonだとみなされていることを示している。
　ここで大統領選での得票率を見てみると…
ハワイ：オバマ72％ vs マケイン27％
全国平均：オバマ53％ vs マケイン46％
イリノイ州：オバマ62％ vs マケイン37％
であり、ハワイの72％という得票率は、人口の9割がアフリカン・アメリカンのワシントンD.C.に次いで高い得票率(州としては最高率)なのである。オバマがかつて議員を務め、上院議員として選出されたイリノイ州をも上回ることからも、ハワイの住民のオバマへの支持が見て取れる。
　そして当のオバマ自身も、「自分はハワイの人間」と言っている。
＜オバマの少年時代＞
　・1968年8月4日、ハワイ州ホノルルで生まれる。
　　1968年というのはハワイが州になってからわずか2年後のこと。
　　また、60年代生まれの人が大統領になるのも新しいこと。
　
・”白人”の母Ann Dunhamと”黒人”の父Barack Obama Sr.はハワイ大学で出会った。
両親はオバマの誕生後すぐ別れており、離婚後オバマは父親と一度しか会っていない。
　・父親はケニア出身の留学生だった。
当時は冷戦期で、アメリカは軍事面だけでなく文化面からも主導権を握ろうと、文化政策による世界のアメリカ化を図っていた。
具体的には、アメリカン・センターを各地に作り、アメリカのことを世界の人々に知ってもらおうとした。また、世界各地から留学生を集めてアメリカ式の教育を行い、アメリカ的イデオロギーを身につけさせようとした。
こういう意味で、留学生受け入れは政策である(山本五十六がハーバード大学卒業だったように必ずしもうまくいくとは限らないが)。
　・母親は、両親と共にカンザスから移住してきていた。
　・6歳までホノルルで育つ。
　・母親の再婚相手がインドネシアからの留学生だったため、再婚後インドネシアへ。
子供のころ海外に、ましてやアジアに住んでいた大統領は他にいない。
　・母親がオバマの教育面を心配して、10歳でホノルルに戻り、”白人”の祖父母に育てられる。
　・ハワイ随一の進学校である私立プナホウ学校に奨学金を得て通う。
プナホウ学校は国際色豊かで、白人以外のアジア系が多いクラスだった。黒人も2,3人いたが、オバマほど肌が黒い黒人はいなかった。ちなみに、ブッシュは白人生徒ばかりの名門私立の学校、クリントンは白人と黒人中心の学校に通っていた。
またその間、結婚生活がうまくいかずに母親が妹とハワイに戻ってくるが、一緒には住まなかった。
プナホウ学校でオバマは、バスケットボールのスター選手だった。
　・プナホウを卒業後、L.A.のオクシデンタル・カレッジに入学する。
そしてオクシデンタル・カレッジでの最初の2年間で成績がよかったため、その後コロンビア大学に編入することができた。
　・その後シカゴでコミュニティ活動を行い、ハーバードのロースクールへ。
コミュニティ活動とは、貧しい地域へ行ってその地でのニーズを見つけ、それを実現するために必要なものを作り出す活動のこと。たとえば、地域の議会に働きかけたりする。
この活動では、人々が何を見ているか・何を知っているか・何が本当に必要か、を人々と実際に接することから知り、利害を調整して人々を引っ張って行った。これは、後のオバマの政治への姿勢につながっていった。
　・半分Black、半分Whiteなのになぜ”黒人”と言われるのか??
育ての親である祖父母は”白人”で、血のつながりはないように見える環境で育った。祖母はしっかりしていた人で、オバマに精神的安定を与える人だった。故に、大統領選の最中に祖母が他界すると、オバマは選挙キャンペーンをすべて中止して1日半をホノルルで過ごした。大統領選で選挙キャンペーンを行わないなどということはまず考えられないことで、メディアは「自殺行為」と報道したほどだった。それだけ祖母の存在が大きかったのである。
＜オバマが生まれる前のハワイ＞
　・ハワイ先住民の島だった……ハワイ王国(1893年崩壊)
　・1894年、ハワイ共和国成立。民主的では全くなく、先住民の権利は無視された。
　・1898年、米西戦争とハワイの併合。
ハワイ共和国を作った人たちはアメリカ本土からの移民なので、そういった人々はアメリカの一部になりたかった。
また、ハワイの資本家にとってはサトウキビにかかる関税がなくなるので有利となるが、本土のアメリカ人軍事家にとっても軍事作戦上利益があるため利害が一致した。そのため、1900年にOrganic Actでアメリカの「領土」になった。
　・白人資本家の島……ハワイ共和国成立後からは、白人資本家の島となり、サトウキビ・パイナップル・バナナの農場に奴隷を連れてきて労働させた(←労働集約型)。
　・移民の島……中国・ポルトガル・日本・沖縄・朝鮮半島・フィリピンなどから移民が多数移住してきた。さらに移民が持ち込んだ伝染病が流行して先住民が激減したことで、日本人と日系人がもっとも多くなった。
　・戦争の島……ハワイ語で”プウロア”(：パール・ハーバーの元の名前)という場所がある。ハワイの先住民の間では、ここは聖なる沖であり、サメの神がいるとされていた。
しかし、とても大きな海軍基地とできるという狙いでもともと目をつけていたアメリカは、正式にアメリカ領となる前の1876年から関税を下げる代わりに海軍基地として使い始めていた。
　・観光の島……サトウキビの国際競争力が下がってくるとワイキキの造成によってホテルやビーチが作られ、1910’s～1920’sには裕福な上流階級向けの観光の島となった。しかし、戦後飛行機サービスが開始されると、大衆的に観光地となっていった。
　・アメリカの「植民地」としての島……先住民の立場からの批判としての面。とりわけ、1959年以前。
　・アメリカの「帝国」の一部としての島……アメリカの覇権を支える一角に過ぎない。アメリカはハワイやグアムやプエルトリコなどのいくつもの大陸外の島をもとに力を示している。中でも、ハワイのパール・ハーバーは太平洋に位置するアジアを睨んだ海軍基地として重要な意味を持っていた。
　・1959年、州に昇格。
[ 州への「昇格」運動 ]
…1900年以後、住民(ハワイで生まれた人)は「アメリカ人」となった。
しかし、本土へ下院議員を1人だけ送りこめたがその下院議員んに投票権はなく、上院議員(：各州から2人、アメリカは上院優越)は割り当てられなかった。さらに、ハワイの知事は連邦政府から任命した人物が就任した。
つまり、普通の州に認められていることが認められておらず、ハワイは単なる直轄地状態でしかなかった。
そういった状況に不満が募り1930年代には州「昇格」運動が起きたが、失敗した。
それは、日本人(アジア人)が圧倒的に多かったことが理由だった。もしハワイが州になれば、下院か上院議員に日本人が誕生するかもしれないと考えた南部の政治家がつぶしたのだった。
　・第二次世界大戦がはじまると、戒厳令(＝軍がすべてを動かし、住民にはすべての権利が保障されない。検閲が行われ、裁判は軍事裁判のみ、逮捕状なしでも市民が逮捕される、などがあった)が41年12月～44年10月にかけて施行された。　(←”アメリカは自由の国”、”アメリカは自由のために闘ってきた”と言っているが、このように自国民の自由さえ奪ってきた過去がある。)
すると、日本人や日系人(特に2世)は「アメリカ人」としての「忠誠」(「証明」)を求められたため、若者は軍に応募し、イタリアなどの戦争の最前線に送られた。また、もちろんアメリカ在住の日本人や日系人は日本の手先と疑われ、本土西部では11万人、ハワイでは1500人が強制収容された。
戦争が終わると、戦争中の「忠誠」が認められ、州「昇格」運動を経て1959年に州になり、「普通」のアメリカになった。
この「昇格」に対しては、元々は先住民の島だったハワイをアメリカに奪われたと考える先住民もおり、アメリカから離れて王国を復活させようとする反対運動もあった。この「国を奪った」ということに関しては、後にクリントン大統領も認めた。
　ここまで見てきたように、ハワイはアメリカ本土の利権翻弄されてきた島、アメリカでありながら、アメリカと見なされていなかった島だった。
＜60～70年代のハワイ社会＞
　・アメリカ本土とは様々な点で対照的だった。
　・太平洋島嶼部に位置している＝アメリカ本土からかなり離れている
　・人種構成も特徴的だった。
…アジア系(日本系、中国系、コリアン、フィリピン系、ベトナム系など)が非常に多い。
白人(ポルトガル人は別に扱われていた)は少ない。
黒人：とても少なく、白人よりも少なかった。
ハパ＝ハーフ・ダブル・ミックスという混血の人々もいた。
　⇒この時点で、白人がmajorityでないのはハワイのみ。今でもアジア系がmajorityなのはハワイのみである。オバマは、そんなハワイで過ごしたのである。
＜60～70年代：権利の時代＞
　・黒人の人権運動(キング牧師、マルコムX、リチャード・ライトなど)
　・女性の権利運動、フェミニズム(ベティ・フリーダン　『Feminine Mystique』)
いかにアメリカ社会が男性主義な差別社会かを訴えた。
　・日系アメリカ人の権利運動(ダニエル・イノウエ上院議員が1962年に強制収容の保障を主張)
　・ハワイ先住民の権利運動(今も続いている)
先住民の土地を返せという要求。
また同時に、ハワイ語やフラダンスなどのハワイアンの文化を見直そうという動きも出た。例えば、学校から排除されていたハワイ語の復権運動などがあげられる。
　・エスニック・スタディスの興隆。
ハワイ大学で興隆した、エスニシティとは何かを、アジア系などを正当な市民(アメリカ人)として認めたうえで研究しようというもの。
・オバマの母のAnne Dunhamは上記のようなことに敏感だった人で、人類学研究で博士号を取ったが研究者にはならず、マイクロクレジット制度の普及など特にインドネシアなどの第三世界の女性のための仕事に携わった。マイクロクレジット制度とは、少額の金を女性に貸し、ビジネスをさせて自立させた後にその金と利息を返還させるもの。
＜バラク・オバマの教育＞
　・一流私立中高卒業
　・大学卒業
　・アフリカでの経験…ルーツを求めてアフリカへ旅をした。
　・ハーバードのロースクール
　・シカゴで弁護士として働く
　・ミシェル・ロビンソン(妻)と出会う
ミシェルは一般的なアフリカン・アメリカンであり、そういう家族との関わりが始まったことは、オバマのアフリカ人としての人格形成上重要な要因である。
　・シカゴ大学で教える
　・州議会議員としての仕事。
⇒こういった教育の「基礎」としてハワイが存在しているのではないか??
　…ハワイでの幼少期は重要である。これについては、前述してきたハワイという場所の特殊性について考える必要がある。
“What’s best in me , and what’s best in my message , 
is consistent with the tradition of Hawaii .”――Barack Obama
オバマは公の場所であまりハワイのことを話さないが、上記のような発言があった。
　→What’s bestは何のことだろうか??
　
　・Aloha?? Laid back?? Hang loose??→常に冷静な大統領
　・人種意識や多文化主義であること??…ハワイの人種やエスニックとの関係??
　　→過激な人種意識を持たない黒人大統領。すなわち、黒人の票を集めるために白人を強く批判するなどということがないために、白人に害を与えない大統領と言われる。また、「ミックス」(ハパ)であることに誇りを持っているかも??
　・「国際的」であること??
…育ての親はカンザス出身の祖父母、アジア系が多い学校、妻は黒人、など様々な人種と関わってきた環境がある。
　・アメリカの持つ問題に敏感であること??
…今までのアメリカは傲慢で、特に他国に対するアメリカの立ち位置は間違っていた、ということを認識(グアンタナモ問題)。
アメリカの利権に翻弄されてきたハワイに住んできて、様々な矛盾を感じて生きてきていた??
アメリカ研究の中で……バラク・オバマをいかに理解するか??
　・政策研究
　・選挙研究
　・アメリカ社会のコンテクストの中で
　・国際的なコンテクストの中で
　・ローカルなコンテクストの中で
　・学際的な理解の重要性
がある。
3. 黒人奴隷制度とアメリカ南部
　アメリカと言われたときに、人々はあまり南部を意識しない。この理由は、アメリカは北東部のプリマスで生まれたという歴史の記憶のねじれや偏りによるものだと思われる。
　しかし実際には南部は、例えば政治の面ではオバマのルーツがあり、例えばジャズ発祥の地として音楽のルーツも求めることができる(今はブラック・ミュージックの中心はニューヨークだが)。
　アメリカ建国の発祥の地というと、人々は、ニューイングランドを強く意識する。しかし実際には、北東部よりも南部のほうが早く植民されていた。つまり、1607年のジェームズタウン(ヴァージニア植民地、チェサピーク湾)への植民である。
　ジェームズタウンは、それ以前に南米に進出していたスペインやポルトガルが失速する一方、イギリス・フランス・オランダが北米等の新世界の覇権を争っている動きの中で開かれた。(こういった動きとしては、1627年のイギリスのバルバドス島(カリブ海)、1626年のオランダのニューアムステルダムへの植民などがあげられる)
　そして、ジェームズタウンはニューイングランドよりも経済的利益を上げるという現代的な目的で作られたため、鉱業や農業を行いたいという狙いがあった。しかし実際には、金も銀もなく、農作物も育ちにくい土地であった。それどころか、蒸し暑くて暮らしにくく、マラリヤなどの伝染病、インディアンとの争いに苦しめられた。
　先住民としてイギリス人と結婚したポカホンタスは先住民とイギリス人の友好を示す例として語られたがあくまでこれは例外であり、先住民の中の英雄であるコペチャンカヌーとイギリス人が抗争を繰り返していたというのが真実である。
　ニューイングランドに植民してきた人たちは信仰の自由を求めて植民してきたので、家族で来ており、男女まんべんなく存在していた。
　一方ジェームズタウンに植民してきた人たちはロンドンで食いっぱぐれて経済的利益をあげることを目的に植民してきた人なので、女性は少なかった。ちなみに1607年から1624年にジェームズタウンに植民してきた8000人のうち、生き残ったのは1200人しかいなかった。これはジェームズタウンに植民してきた人たちが経済的に困窮していたことを示している。
　1619年には、ジェームズタウンに初めてカリブ海の島から奴隷が導入された。といってもその奴隷の実態はよくわからないのだが、拘束型労働を強いられ、18c初頭までには肉体労働を担う大きなファクターになった。実際にヴァージニアの植民地人口に占める奴隷人口の割合を見てみると、1680年には5%(3000人)だったが、1715年には24%(2万3000人)にまで上がっている。
　これは、列強の動きの中で理解すべきことである。というのも、16cはポルトガルがアフリカ沖の島でさとうきびプランテーションを盛んにおこなったのだが、このさとうきびプランテーションシステムがブラジルなどへも波及し、その流れの中で奴隷がジェームズタウンにも導入されたからである。
　ニューイングランドは純粋にアングロサクソン系の文化である。一方南部は単純に植民してきたアングロサクソンの文化ではなく、カリブ海と面しているためスペインの文化とも、また北部から南下してきてルイジアナを開いたフランスの文化とも接触している。
　ところで、風土や立地を考慮すると、南部はジョージア州やミシシッピ州、ルイジアナ州などのDeep South(深南部)とフロリダ州などのPeripheral South(周辺南部)に分けられる。
　一方歴史と文化に焦点を置いて考えればプリントの図1-5の地域が南部とされるが、歴史的に奴隷州を南部にする人もいる(図1-4)。また、ミズーリ州やケンタッキー州、メリーランド州などのBorder State(境界州)を南部から外す人もいる。
　White supremacy(白人至上主義)の要素…南部は多数の非白人がいるため白人は少数派なのだが、やはり人種優越感を持っており、白人社会と白人至上主義を守る使命感を感じていた。

　KKKは、黒人奴隷制度を抱えていたが故に誕生した組織である。フランクリンは”好戦的な南部”という言葉を残したが、実際に南部は決闘が最後まで残るなど戦いを好んでいた。これは白人が奴隷制度を守るために自衛組織を作ったからである。
　南部出身の白人であるC.Vawn.Woodwardは、暴力や死といった影を含む南部の歴史を本にした。この本でWoodwardは、”innocence”を非常に高く位置づけるアメリカ人の自己理解を正し、「汚れがあるからこそ人間だ」という意識を持たせようとした。奴隷制度もこの「汚れ」の一つと言える。
　そもそも奴隷制度とは何か??

　…経済史的解釈(もっともポピュラーな解釈)では、資本主義の広がりとともに広まった自由賃金労働制度と対をなす、封建制の名残であり強制労働を課すもの、のこと。

　

では、実際に奴隷とはどんなものなのだろうか??なぜ奴隷制度は悪いと思っているのに維持されたのか??またそういう社会とはどういうものか??

　奴隷制度は、あらゆる種類・性質の力の関係でもっとも不公平なものという考えがある。これを下敷きにした人間関係を正しいと信じさせる社会であった。
　“slave”は「スラブ」と似ている…最初の奴隷は戦争奴隷で、命の権利を相手に引き渡すものだった。奴隷になるということのイメージとしては、self、すなわち自分の心や判断が奪われること。
　奴隷制度は、奴隷を持つ社会に普遍的に存在するものである。
　その性質の一つ目としては、暴力があげられる。奴隷獲得に際しての暴力も発生するし、相手が嫌がることを強制することを前提とする社会は、暴力で力を誇示しないと成り立たない。つまり奴隷制度を存続させるには、逆らった者への矯正として暴力が必要。奴隷制度のもとでは、矯正としてふるった暴力で奴隷が死んだり身体が破壊されたりしても、その所有者は罪を問われない。

　二つ目としては、legal personality(法的人格)がないことがあげられる。人間は法的人格があって初めて抵抗できるので、所有者のpropertyであり法的人格のない奴隷は例えば結婚の自由はなく、身分売買もやられたい放題だった。
　また三つ目としては、natal alienation(出自の抹殺)があげられる。名前・出身地など、奴隷にとって自分とは何かということを示す要素をできるだけ否定している。奴隷は単にpropertyとして所有者と関係を結んでいる。

　しかし、奴隷は人間であるので、当然子供も産む。では、奴隷と法的な”人間”の間に生まれた子供はどうなるのだろうか……。
　こういうものを正しいと思いこむのが奴隷制度の社会だった。現実に奴隷を持っているのは少数派でも、残りの持っていない人も奴隷の存在を認めていた。これは、低知能などという黒人への偏見や、白人の貧困層が「自分より下の存在がいる」と認識して安心感を得たいという思いによる。つまり、奴隷制度を認めると、白人という特権を持っているのだと白人全員が実感できたことによる。

　黒人は一目ではっきりわかった。故に、アメリカでは縮れた髪に肌の黒さが共通の奴隷のイメージだった。
4. 女性史
　5月17日、オバマがノートルダム大学の卒業式演説をした(アメリカ大統領は通例年に3回ほど卒業式で講演する)。
その講演の中で、5月18日のBrown vs Board of Education (1954年)の55周年にオバマは言及した。
このBrown vs Board of Educationは”separate educational facilities are inherently unequal.”として、1896年のPlessy vs Ferguson 判決を覆したものである。
すなわち、それまでは人種に基づいて教育環境を分けるのが合憲であったため黒人用の学校と白人用の学校が設立されていた。そしてそれにより、当然白人学校のほうが金を手に入れられることもあって教育格差が生じ、ひいては収入の差につながっていた。それを”unequal”としたのである。
　このとき、人種別の学校は南北戦争後に修正された平等権条項である憲法修正14条違反だとされた。ここには、人種に基づく差別が禁止されている。
　ノートルダム大学での演説にオバマがくることには、もともと大学内に強い反対意見があった。というのも、カトリックであるノートルダム大学では中絶禁止派(pro-life)が多いのに対し、オバマは人工妊娠中絶の違法化には反対の立場(pro-choice)をとっているからである。ちなみに中絶の是非は重要な政治問題だが、一般的に民主党はpro-choice、共和党はpro-lifeであり、国民の多数派はpro-choiceである。
　オバマの立場は、中絶は望ましくないが、政府が禁止することではない。Women’s Right to chooseが重要である。女性の身体に関しては政府が制限せず、女性自身が選択するものだ、というものである。
ところでWomen’s Rightとは??
　・そもそも男女は同じなのか??
　・ジェンダーという概念＝社会的性差の存在
　・社会の中でいかに男性・女性が定義されているか
　・社会の中でいかに異性愛・同性愛が定義されているか
　・sexual orientation＝性的志向
　・男らしさの社会学、女らしさの社会学：社会の中で男女はどのように作り上げられてきたか+そしてそれがどのような価値を持つのか。
　・東大にはなぜ女性の研究者・学生が少ないのか??(実際、東大生の男の割合の高さは異常で、これは東大の評価を下げている大きな要因)
…少なくとも男女で才能に差異はない。
では、娘と息子で投資する額は同じか??　男子校/女子高で方法が違うのか??　世間は女性の働き手を求めていないのか??
　・企業の重役や政府の要職はなぜ男ばかりなのか??
　・こういった状態は「正当」な状態なのか??そもそも「正当」とは何か??
　・「当たり前」はどのように作り上げられてきたか??
＜アメリカにおける女性の立場＞
　一口に女性と言っても各々の体験は多様だが、そこに何らかの共通の価値観や過去はあるのだろうか??
　トマス・ジェファソンが起草したアメリカ独立宣言には、All men are created equal.：「人はみな平等」という表記がある。
　しかしこの時代は、市民とは男・家庭の主(父・夫)のことで、すべての財産を持っている白人の男を指しているような時代である
　
また当時は、男は公的領域に、女は私的領域に、という認識もあった。
　例えばジャン・ジャック・ルソーは、「機知に富んだ女性は災いで。女性の仕事を嫌がり男になってしまうだろう」と書いている。
　果たして、こんな時代の宣言が本当に男女平等なのか??(そもそも、トマス・ジェファソンは奴隷を持っていたのだが、そんな人にこんな宣言ができるのか??)
　[アメリカ独立革命]
　・独立革命はアメリカが「一人前の男」になるための戦いと言われている。(そしてアメリカはそれを達成した)
　・夫にまともにとりあってもらえていなかった、第2代大統領ジョン・アダムスの妻アビゲイル・アダムスの素朴な疑問：「夫は崇高な理想を遂行する社会の大統領なのに、私に発言権も代表権も与えられないのはなぜ??」
これに対して、ジョンは「か弱い女が人生の重大な任務を遂行するのは無理である」と答えた。
　・アビゲイルの嘆きは個人にとどまるものではなく、女性一般に関して、保護される法がなく権利もないこと。
[結婚後の女性の財産]
　・当時、結婚後に女性が自分の名義で財産を所有・管理することはまずなかった。
　・夫の死後には1/3の財産を得るという寡婦産の権利は認められていたが、これは息子がいると形骸化していた。
　・財産も技術もない女性には、中流以上の白人女性が多い。そういう女性は、男(夫・息子)に依存した生活を送らざるを得ず、法的な保護もほとんどなかった。
[共和国の母(republican mother)]
　《どんなに抑圧されても、必ず抵抗する力が存在する》
　・私的領域(家庭)に閉じ込められている女性がいかにして新しい国に貢献すべきか。
…立派な息子、新共和国を担う息子を育てること。
→republican motherという概念の発生。母親が息子を育てるということが共和国を作る、ということ。
→女子教育の必要性が認識される。「女性にある程度の教育を授けて、息子に自由とこの政府の原理を教えさせる必要がある」(by　ベンジャミン・ラッシュ)
　すると、当然女性もその概念を利用して教育の機会を広めようとする。
[アメリカ合衆国の参政権(～19c)]
　・州によって異なる、財産による制限が存在した。少なくとも、土地所有は前提。白人男性に関しては、だんだんハードルが下がっていく。
　・宗教による制限はなし。
　・「主に」白人。自由黒人(奴隷ではない)は投票できるところもあった。
　・憲法修正15条(1870年批准)では、人種による投票権の差別を禁止している。
on account of race, color, or previous condition of servitude の差別に言及した。
　・19cまでには、男であればだいたいどこでも投票できるようになった。これは、世界の中でも早い。
　・大統領選は11月の第1火曜日に行われている。まず11月に行われているのは、脳う作業が終わっているから。そして火曜日なのは、日曜は教会に行くから出かけられないとして、月曜日に家を出て火曜日に投票できるように(当時は徒歩なので投票所へ行くのに時間がかなりかかる)、という理由である。
このようにわざわざかなりの移動時間と手間をかけてでも投票に行くほど投票を重要視する社会にも関わらず、投票が認められていたのは男だけだった。
[セネカフォールズ大会(1848年)]
　・Elizabeth Cady StantonとLucretia MottがDeclaration of Sentimentを発表。
これは、独立宣言の”all men are created equal.”を”all men and women are created equal.”に修正しようという運動である。
　・これは参政権運動につながった。
[参政権運動の展開]
　・白人女性による参政権運動
　・その他の社会運動との関係の中での参政権運動を考える→『アンクル・トムの小屋』
『アンクル・トムの小屋』が促進した奴隷制廃止運動の結果修正された憲法修正15条は、奴隷の女性の間に、奴隷の男性には参政権をあげるようにしたのになぜ女性には与えられないのか??という衝撃を与えていた。奴隷でなくなった男性には投票権は与えられたのに、奴隷でなくなった女性には与えられなかったのである。
結果的に憲法修正15条は、女性や、男性の女性参政権運動推進者の間に、黒人への差別意識を増長させることになった。
　・1870年代からの禁酒運動
男に酒を飲ませないようにしようという女性の主張。実際に禁酒法が制定された。
　・Sojourner Truth(1851年)
これは、参政権運動をしている人に向けてのもの。
女性が差別されているとずっと叫んでいるが、その主張は白人女性のことしか言っておらず、黒人女性のことは考えられていないと指摘した。つまり、黒人は白人の参政権運動を批判していた。このように、参政権運動をめぐっては市民の間に対立もあった。
　・中産階級の白人女性主導だった。
　・黒人権利運動、インディアン救済運動、労働者の権利、…といった他の運動との連帯が難しかった。しばしば敵対した(前述)。
　・結局”自由の国”アメリカにおいて、憲法修正19条によって男女平等の参政権が認められたのは、独立宣言から144年、セネカフォールズ大会から72年もたった1920年のことだった。セネカフォールズ大会に参加していて1920年に生存していたのはわずか1人しかいなかった。
[Flapper]
Flapperは、男女が同権となり、人々が豊かとなった新しい時代の象徴だった。日本のバブル時代と似た重なる現象。
・第一次世界大戦後から登場した。
・1920年代は”繁栄の時代”で、都市の若い女性はスカートの丈が短くなり、飲酒や喫煙(cf.憲法修正18条「禁酒法」では酒の売買が禁止されていた)、ダンス、化粧などを始めた。しかし、この”繁栄”は世界恐慌で崩れ去ることになる。
・性的に放縦になった。
・女性に新たに認められた自由を謳歌していた。
・新しい時代の女性と言われ、新しい時代の女性の可能性を示した。
・1920’sは、ジャズが盛んになった。そのため、Jazz Age Flapperとも呼ばれる。この時期の女性たちは、1870年代などの女性と比べて、ウエストがコルセットによって締めあげられていないのが特徴。
…”Park their corsets”＝コルセット着用をやめさせようという運動。コルセットは女性を縛りつけるもので、女性を下に見る考え、束縛の表れだとした。実際にコルセットは、肋骨が変形するほどキツかった。
・より自由に自己表現をするようになった
・参政権後の女性の解放の象徴か??
・スコット・フィッツジェラルドの妻は”コルセットを置いてもっと自分を表現しよう”という女性たちにとって象徴的存在だった。
・しかし、こういった流れは、大恐慌によって消え去った。
・Flapperが示す、女性の自由/権利の危うさ
…景気が悪化すると、女性の自由が失われる。具体的には、まず女性が失職する。これは、”男は働かなきゃいけない”ということが当たり前だったから。
・Betty Friedan　『Feminine Mystique』
1946年からベビーブームが起きたのだが、これは第二次世界大戦終結により男性の兵士が帰還してきたことによる。戦時中は男性が軍隊に召集され国内の労働力が不足し工場労働者となっていた女性も、家庭に戻ることになった。女性は、よくある「郊外の家でののどかな暮らし」をすることになった。
しかし、インテリの女性にとって、家庭にこもる生活はつまらなく、不満があった。
そこで、1963年に「普通の主婦」の幸せについての妄想を破壊しようと、この本が出版された。筆者は、超一流大学出のキャリアウーマンだったのに、結婚後夫のために田舎にこもって他に何もすることもなく主婦をすることに疑問を感じていた。
今の女性の目指す生き方はおかしいと思った筆者は、他の一流大学卒の女性なのに主婦生活に追われている女性にアンケートを取った。
“the problem that has no name”と本文の中で言及。
教育を受けた女性の機会の剥奪を問題視した。
また、ウーマン・リブ(Women’s liberation)の必要性、意識昂揚(Consciousness Raising)の必要性を訴えた。
1966年にはNational Organization for Women (NOW)を創設。
1969年にはNational Association for the Repeal of Abortion laws(Naral-pro-choice America)を設立。これは、中絶を認めることを主張していく。
Women’s Strike for Equality(1970年8月26日、New York)では、アメリカでは履歴書に性別・写真・年齢を載せないようにした。
そしてこれらは、公民権運動や日系アメリカ人の運動などと同時期だった。
ちなみに、アメリカでは履歴書に男女を書かせたり写真を貼らせたりするのは違法である。それらを求めるということは、ルックスや性別によって区別していると思われても仕方ないからである。なぜ日本では履歴書に写真や性別記入を求めるのだろうか??
[オバマ政権の女性たち]
例えば…
　(ミシェル・オバマ)
　ヒラリー・クリントン
　スペリウス保険担当大臣(元カンザス州知事)：アメリカでは5000万人が、保険がないために病院に通えない状態であり、保険は極めて重要な政治課題。その保険担当の大臣に女性を任命している。
　ソレス労働大臣(ヒスパニック初の大臣)
　Homeland Securityのトップで警察機構を統括するナポリタン(元アリゾナ州知事)
　ジャクソン環境大臣(黒人)
　スーザン・ライス国連大使(黒人、ブッシュ政権で国務大臣だったライスとは別人物)
　他にも、経済企画のトップで、元スタンフォード大教授の人物も。
オバマのアドバイザーの女性3人
…ジャレット：シカゴの弁護士で、主任コンサルタント。
ロジャース：social secretaryで、ホワイトハウスのパーティーのプロデューサー
他一名
　これだけ女性が登用されるようになったのは、クリントン政権以降という極めて最近のこと。閣僚教授なども、今までの運動によって(少なくとも日本よりは圧倒的に)女性が多くなっている(過去の歴史が重なって今のアメリカでの女性の立場がある)。
　だが、それでもまだ平等ではないと言われている。もしヒラリーが大統領に当選すれば、その”ガラスの天井”を壊せるという意見もあった。
6. American Studies and Transcontinental railroad
　※6,9,10は全編英語の授業で聞き取れない部分もあって、不十分かもしれませんが大目に見てください…。あと、英語と日本語が混ざってるのもご容赦ください。

9. Obama’s America : Religion, Politics, and Change

　非常に、非常に難しい回でした。最終授業で矢口先生がまとめてくださったSummaryとKey Pointを載せます。

　・アメリカの宗教と政治

　・アメリカは非常に「宗教的」な国

…これは多くのアメリカ人自身が認めており、アメリカ人は週に1回は教会に通っており、それが生活の中心となっている。では日本はどうか??となると、否定する人も多いだろうが、正月などの行事を宗教とするかどうかなどで意見は分かれる。

　・アメリカのキリスト教
…プロテスタント、カトリック、ファンダメンタリズム(原理主義)が存在。
原理主義はアメリカ社会に大きな影響を与えている宗派で、聖書を字義どおりに解釈しようとする宗派。福音主義とも言う。社会的保守派で反中絶、反ES細胞実験、反同性愛、反フェミニズム運動、反他宗教(イスラム)、反大きな政府の立場をとる。反大きな政府の立場をとるのは政府が自らの信仰に介入するのを快く思わないからで、彼らは神が7日間で世界を作ったと信じている。つまり、創世記を信じているので進化論は否定している。

そもそもアメリカでは原理主義者含め、3,4割の人々は進化論を信じておらず、学校で教えるべきでないという意見もある。アメリカ自体が進化論にだいぶ否定的な文化であると言える。

　・generation Y(学生～20代の人々)の支持

　　　…以前ならこの年代の人々は共和党を支持していると思われていたが、オバマは宗教熱心な人だけでなく、若者の支持も勝ち取った。

　・原理主義者の政治力、大統領選と宗教、「宗教右派」へのメディアの注目

　　　…ブッシュとゴア、ブッシュとケリーが争った大統領選挙はいずれも接戦だったが、最終的にはブッシュが勝った。ブッシュが勝ったのは原理主義者たちのおかげだともいわれ、政教分離のアメリカが宗教右派に乗っ取られたという評論家もいたほどだった。またレーガン大統領の当選も彼らのおかげだと言われている。宗教右翼は社会運動からある部分を政治化して共和党と推進してきていた(同性愛の非合法化など)。
　　　→今回の選挙では…
宗教保守派内では、共和党のマケイン支持者が確かに多かった。とりわけサラ・ペイリン副大統領候補への支持は大きかった。

しかし、宗教保守派の間にも民主党のオバマ支持者がいた。というのも、民主党とオバマは数年にわたる巧みな選挙戦略で、共和党支持の宗教保守派を取り込んでいったからである。たとえば、女性の選択の権利の観点から中絶反対は唱えないが、中絶は好ましくないものであるとして中絶を減少させるための政策を提言した。このように、原理主義者と自分たちには共通点があるのだということを訴えかけて支持を取り込んだ。

　・宗教熱心な人が宗教保守・右派だとは限らない

　　　…アメリカには宗教「左派」もいる。そういった人たちの中には、平和活動や、環境問題に熱心に取り組む人たちもいて、そういった人たちは反ブッシュの考え方をもっていた(平和活動を進める人は、イエスの言葉をしっかりと読めば、戦争なんてするはずがないと考えているし、環境問題に熱心な人は、アラスカの森林を切って油田を開発するべきではないと考えていた)。こういう人たちも民主党は取り込んできた。
　・オバマは、こういった人びと、仏教徒、…など幅広く宗教熱心な層の支持を得ていた。

10.Understanding Japanese American Identity

　※この授業は先生が問いを提示して生徒に考えさせることが多く、それらの答えはほとんど示されていません。

Lecture Goals

　・Address key dimensions of the experiences and history of the Japanese in the United States.

　・Challenge simplistic notions of Japanese American identity.
　・Instill awareness that ALL identities(ethnic, national, gender, age, etc.) are not inevitable, but are formed through a political process.
　JA=Japanese Americanのidentity……先祖が日本からきて、今アメリカに住んでいる人
※ロスについての紹介

　Lon kurashigeの”Lon”：”アロンゾ”はイタリアからきた言葉だが、それをアメリカでは”Lon”という。サンタモニカ生まれでロス育ち。3世半のJA。

　3世半というのは、父親が3世(その祖父が山口生まれで、祖母が熊本生まれ)で母親が2世(シアトル育ち、その祖父が山口生まれで、祖母が長野生まれ)であることによる。
　ロスの2大universityはUSCとUCLA。USCは私学で、UCLAはpublic school。USCはしばしばアメリカで一位になるなど、footballで有名。また、ロスの大学のマスコットはほとんどクマ。
　USC出身者としては例えばジョージ・ルーカスがあげられ、ジョージ・ルーカスはhundreds of millions of dollarsを投じてUSCにスタジオを作った。その後、アカデミー賞を受賞したロン・ハワード監督などもここの出身。アメリカではUSCに限らず、多くの大学で映画を専攻できる。
Questions
　・Are they totally American?

　・Do they remain Japanese? If so, how and why?

　・Are there different ways of being Japanese American?

　・If there are different JA identities, what explains the variety and who defines which is the correct or real identity?
　Easy Answer: Japanese Americans are anyone with Japanese blood who lives in the United States.
　Five factors that make it difficult to say who is and is not JA.

　1. Length of stay in US

　2. Citizenship status

　3. Acculturation
　4. Mixed blood

　5. Variety of JA identity

1. Length of stay in USについて

　How long do you have to live in the United States in order to be a JA?(He doesn’t know the answer)
　Japanese American とJapanese in Americaの違いは?

　もし日本人の子供がアメリカに行くとしたら、何年たてばJAになる??
2. Citizenship statusについて
　Are immigrants from Japan JA?
　What about 1.5 generation?

　
　Takao Ozawa：Japanese immigrant, applied for US citizenship, but in 1922, the US government deny that he is an American. ”You are Japanese. Cannot give you citizenship. ”←judged by blood
　In 1952, the government “You can become an American.”
　Easy answer: whether a person is an American or not is dependent on citizenship.
　Why Ozawa not ?
　It doesn’t matter if he accept the right of JA. Lon thought, he really want to be, it’s OK.
　Kibei（帰米）…アメリカで生まれたが、日本で育った人たち。日本にいる間、親はアメリカにいた。そのため小学校から大学までの間子だけで日本で学んだ後、帰米。彼らは「アメリカ人」だが、英語を話せない人も。親が子を日本で学ばせた理由は、もっと日本人らしくしてほしいから、忙しくて自分では育てられないから、2世だと仕事がもらえないので日本で通訳などの仕事をさせようとしたから、などがあげられる。
白人もJAもKibeiを日本人、日本支持者とみなしていた(←citizensipがあるにも関わらず)ため、第2次大戦中は特に現地で恐れられていた。
また、彼らのアメリカの軍人に日本語を教えるという役割は非常に重要なものだった。
3. Acculturationについて
　Don’t have to be US citizen, because they regard as more important language and culture.

　So, are you a JA if you adopt and identify with American language and culture?
　Do you need even to live in US?
　How much acculturation is needed?

　For example, a Japanese child raised in the national school in US though fluent Japanese is a JA?

　　→At what level of acculturation, does he become an American? And who define it?
4. Mixed bloodについて
　Do you need to have 100 percent Japanese blood to be JA?
　If not 100, then what percent do you need to have?

　Hapa(half in Hawaiian) is JA?

アメリカの日系アメリカ人のみで構成されるバスケットリーグで、かつては特例として2人非日系アメリカ人を起用してよいというルールがあったが、このときの非日系アメリカ人として起用された選手はハーフであった。今もそのルール自体は残っているが、そのリーグのほとんどはハーフかクォーターばかりで、非日系アメリカ人として白人や黒人が起用されている。つまり、誰が日系人か、という定義が長い年月を経て変わってきた。
　…Before 1980’s, half is not JA.

　　After 1980’s, half is JA.
5. Variety of JA Identityについて
・FOB(Flash Off the Boat)

　・Banana(yellow outside, white inside)
　・SJA(super JA)
が存在する。
FOB

　Not acculturated Japanese people(Asian).
Not cool, nerdy, Geek, Un-American, Japanese tourist.

Their symbol is business men’s camera. They are not attractive, undesirable to white women.
Banana

　Rejecting being JA, Japanese things such as language, food, culture, Japanese heritage.
　Prove not to be FOB.

Identify as white American.
　Cultural style and tastes: music (e.g. Led Zeppelin), sports (e.g. football), politics (participant in Democratic Party or Republican Party)

　Residence: all-white suburbs (v.s. JA areas)
　Community: no-JA sports leagues, temples, festivals, churches, etc.

　Dating: white only. Easily they can date with white women if regarded as not FOB.

　Appearance: look white(eyes, hairs etc.)

SJA --- opposite of Banana
　“Buddhaheads”…Embrace being JA. Don’t want to be white.
　Characteristics: ・like black style and black music such as R&B, funk
　　　　　　　　　・live in or near JA areas

　　　　　　　　　・Entire life in JA community

　　　　　　　　　・dating with other JAs

Consequences of JA identities
　Until 1952, no US citizenship for Japanese immigrants
　1906, 1924: immigration exclusion

　1913, 1920: barred from land holding (for example, in California)

　～W.W.Ⅱ: no jobs among whites

　他にも、白人との結婚の禁止もあった。
11.総括

　期末試験・問題形式

　…「バラク・オバマとハワイ」「黒人奴隷制度とアメリカ南部」「アメリカの女性の歴史」「ディズニー研究とアメリカ」「アメリカのナショナリズム」「たくさんの西部を歴史から考える」は、各先生が問題を1問出題。その6問の中から3問を選んで解答する。各問題解答用紙1枚の大論述で、3問で80点分。

　英語で講義された残り3回の授業からは選択式の記号問題が各回から数問ずつ出題され、そのすべてに解答する。20点分の出題。

